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論　　文　　の　　要　　旨

　亙972年P．Gabrie1は有向グラフの直既約表現が有隈個になるためにはそのグラフがDy故in図形で

あることが必十条件であることを証明した。更にK．B㎝gartz－P．Gabrie1は1981年にこの研究の

延長としてAus1ander－Reitenグラフが単連結になる有限表現型多元環の特徴付をおこなった。彼等

は端点及び枝点に等級数（駆adhg）の付いた拉eeを考えうこのようなtreeの集合と単連結多元環の集合

との間に1対1の対応のあることを証明した。ただしこのとき隣り合う二点の等級数の差は奇数に

なっているという条件が課されている。

　著者は第3，4節において端点及び支点の総数が与えられた整数nである等級付treeすべてに対し

て等級数の上限G（n）の評価を次のように与えている。10くnく32ならばG（n）≦60n－485ヨ33≦nなら

ばG（n）くn2－6n＋604。ここでnはtreeに対応する単連結多元環の既約表現の個数に等しいことに留

意する必要がある。著者はG（n）の評価からn個の既約表現をもつ単連結多元環のAus1ander－Reiten

グラフの長さの上限F（n）を与えることに成功している。実際これを導びくための興味ある基本関係式

F（n）＝G（n＋1）一1は補題4．2において証明されている。

　表現論的にQF－3環は興味ある環の一つであるがヨ第5．6節において著者は単連結QF－3環の

構造を完全に決定している。すなわち第5節においては忠実でありラ直既約でありラ射影的且つ入

射的であるイデアルをもつ多元環（著者はこの多元環を基本QF－3と呼んでレ）る）が研究対象であ

る。そして基本QF－3多元環は実際QF－2多元環になり害そのクイバーに現わるre1at量onは
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comm砒ativere｝ati㎝のみであることが証明されている。第6節においては一般の単連結QF－3多

元環を数個の基本QF－3多元環から如何に構成することが出来るかが研究されている。特筆すべき

条件の一つは，二つの基本QF－3多元環のクイバーが構成しようとする多元環のクイバー中で重な

り合っている部分は或る定まった二点を始点と終点とするpathの全体となっていなければならない

ということである。

　第7節においてはすべての基本QF－3多元環のクイバー及び等級付tree59種が与えられている。

審　　査　　の　　要　　旨

　佐藤眞久氏の業績は単連結多元環の表現論ピ関係している。単連結多元環の直既約加群はその次

元ベクトルで決定され，更に若し等級付treeが与えられれば次元ベクトルを与えるアルゴリズムも決

定される。著者はこの場合のアルゴリズム終了までの長さの上限F（n）を与えることに成功している。

氏は等式F（n）＝G（針1）一1を証明しヨ等級数の上限二G（n）を具体的に与えている。F（n）については最

近のB㎝g雄tzの業績とも関達し興味ある重要な業績といえる。

　本論文後半の単連結QF－3多元環の特徴付に関してはまず基本単連結QF－3多元環の構造を決定

し，それから一般の単連結QF－3多元環を構成するという方法をとっているがラこれは全く新しい

構成法であって氏の独創性をうかがわせるものである。

　なお氏には加群の余局所化に関する秀れた業績もあり研究能力については高く評価できる。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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